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抄　録
本研究の目的は、 社交不安の認知的特徴である肯定的評価に対する恐れ、否定的評価に対する恐れ
と自己志向的完全主義の下位因子（完全欲求、高目標設定、 失敗過敏、行動疑念） の関係性を検討する
ことであった。大学生 224 名を対象に Fear of Positive Evaluation Scale（FPE）、 Short Fear of 
Negative Evaluation Scale（FNE）、 多次元自己志向的完全主義尺度、 Self-rating Depression Scale
からなる質問紙調査を実施した。その結果、 FNE は完全主義の全ての下位因子と関連し、 FPE は完全
主義の失敗過敏の因子とのみ関連が見られた。以上から、 FNE は肯定的、 否定的側面を含めた完全主
義と関連しているが、 FPE は完全主義とほとんど関連していないことが示唆された。最後に、 完全主
義を持つ社交不安者の認知的側面のメカニズムと臨床的応用が議論された。
問　題
社交不安は、 「現実の、あるいは想像上の対人場面において、他者からの評価に直面したり、 もし
くはそれを予測したりすることから生じる不安状態」（Schlenker & Leary, 1982）と定義される。
この社交不安が極度に高いと Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders 5th edition 
(American Psychiatric Association, 2013）において、 社交不安症 / 社交不安障害（Social Anxiety 
Disorder: 以下 SAD とする）と診断される。
これまで、 社交不安研究では、 他者からの否定的評価に対する恐れ（Fear of Negative Evaluation: 
以下 FNE とする）が主要な認知的特徴であり、 疾患の維持や深刻化に大きく関与する要因とされて
きた。しかし近年、他者からの肯定的評価に対する恐れ（Fear of Positive Evaluation: 以下 FPE と
する）も社交不安を深刻化、 維持させる大きな要因であることが示されている（Weeks, Heimberg, & 
Rodebaugh, 2008）。高社交不安者は、 肯定的評価を受けることで、 自分の地位が上がり、 社会的報復
（social reprisal）を受けることを恐れるとされている（Weeks, Menatti, & Howell, 2015）。そのた
め、FPE を持つ者は他者から肯定的評価をもらうことで不安を感じ、 社交不安が深刻化すると考えら
れる。例えば、 Weeks & Howell (2012) は、社交不安に FNE と FPE の二つの評価に対する恐れが関
係することを Bivalent Fear of Evaluation ( 以下 BFOE とする ) モデルの中で示している。Fergus, 
心理臨床センター紀要　第16号
2
Valentiner, McGrath, Stephenson, Gier, & Jencius (2009) が行った臨床研究では、治療手続きに自
身のスピーチに対して賞賛をもらうなどの肯定的評価に対するエクスポージャーを含めたところ、 肯定
的評価に対する恐れが軽減したと述べている。本邦では 2014 年に FPE を測定する尺度が翻訳され標
準化された（前田・関口・堀内・Weeks・坂野 , 2014）。その結果、FPE の社交不安に対する影響の
大きさは米国より日本のほうが大きく、 日本では FPE が社交不安に対してより大きな影響を与えてい
ることが示唆されている。
また、社交不安を発生、維持させる大きな要因のひとつに自己志向的完全主義という概念がある。自
己志向的完全主義とは、 自分自身の行動を厳しく評価し、 過度な完全性を求める傾向である (Hewitt & 
Flett, 1991)。完全主義の因子の 1 つ目は、完全欲求（Desire for Perfection: DP）である。これは、
何に関しても完全でありたいという欲求である。2 つ目は高目標設定（Personal Standard: PS）であ
る。これは、自分に対して高い目標を設定する傾向のことである。3 つ目は失敗過敏（Concern over 
Mistakes: CM）である。これは、 自分が失敗することに対して過度に気にすることである。4 つ目は
行動疑念（Doubting of Actions: D）である。これは、自分の行動に対してこれで良いのかなど漠然と
した不安を持つ傾向である。一般に自己志向的完全主義には、 適応的側面と不適応的側面の 2 つの側面
がある。適応的側面には、高目標設定が含まれ、 自己効力感と関係することが示されている（Brown, 
Heimberg, Frost, Makris, Juster, & Leung, 1999）。不適応的側面には、 失敗過敏と行動疑念が含ま
れており、 抑うつや絶望感との関係が示されている（桜井・大谷 , 1997）。
これまで、 完全主義と社交不安との関係について多くの研究がなされ（Jain & Sudhir, 2010; 
Juster, Heimberg, Frost, Holt, Mattia, & Faccenda, 1996; 田原・武部・福田・高橋 , 2014）、 完全主
義の不適応的側面と社交不安の関係は一貫した結果が示されている。一方、 適応的側面と社交不安との
関係は無相関だったり、負の相関があったりと一貫した結果が得られていない（Juster et al., 1996；
Nepon, Flett, Hewitt, & Molnar, 2011；田原ら , 2014）。
近年、完全主義研究の領域で関心を集めている概念に、臨床的完全主義（clinical perfectionism）
がある。臨床的完全主義とは、 完全主義の適応的側面と不適応的側面を分けて考えず、高目標設定を持
ち努力をするが、失敗に対して自己批判的であることを指し、 精神障害と関連することが指摘されてい
る（Shafran, Cooper, & Fairburn, 2002）。しかし、 臨床的完全主義を測定する尺度は開発されてい
ないため、従来の研究では、自己志向的完全主義の高目標設定と高い不適応的側面の交互作用で測定さ
れる。社交不安の場合、調査が他者評定か自己評定かによって交互作用が異なる。他者評定による目標
設定と自己評定による失敗過敏では、高目標設定と高不適応的側面の交互作用がみられた。一方、 自己
評定の尺度のみを用いた場合、低目標設定と高不適応的側面の交互作用が高い社交不安と関連すると
されている。交互作用がみられる時の目標設定が評定者によって異なるのは、 高社交不安者が自分の目
標設定が他者にどう見られているかを客観視できないためと考えられている（Levinson, Rodebaugh, 
Shumaker, Menatti, Weeks, White, Heimberg, Warren, Blanco, Shneier, & Liebowitz, 2015）。
しかし、FPE と完全主義との関係の研究はほとんどされていない。両者を扱った研究の１つに
Weeks, Heimberg, Rodebaugh, & Norton (2008) があるが、 この研究では、 高目標設定や不適応的側
面などの下位尺度を分けることなく、 完全主義得点を統合して FPE との関係性を検証している。その
結果、 FPEと完全主義との間に相関は見られなかった。また、Yap, Gibbs, Francis, & Schuster (2016) 
は、FPE と不適応的側面には正の相関が見られ、FPE と高目標設定には相関が見られなかったが、
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不適応的側面と FNE の影響を統制した場合は、FPE と高目標設定の間に低い負の相関が見られたこ
とを示した。このことから、FPE は完全主義の下位因子のいくつかと関連する可能性があるといえる。
さらに , 社交不安と自己志向的完全主義の関係については様々な研究がなされてきたが、BFOE モ
デルに基づき FPE と自己志向的完全主義との関係性を検証したモデル研究は行われていない。BFOE
モデルに基づくと、以下のメカニズムが予測される。FNE によって、 完全主義の失敗過敏と行動疑念、
高目標設定は影響を受ける。さらに、FNE によって高まった、 失敗過敏と行動疑念、高目標設定は
FPE に影響を与え、 FPE を高める機能があると予測される。そのため、高社交不安者が持つ FNE が
高目標設定に影響を与え、 自身の目標設定が上がり、肯定的評価に対する恐れも高まると予測される。
これまでの臨床的完全主義の研究から、 目標を高く設定することが社交不安に影響することが明らかに
なっているが、それがどのようなメカニズムで影響しているかは明らかになっていない。これらの関係
性を検証することは、 完全主義を持つ社交不安者の認知的側面のメカニズムの理解に寄与し、介入方法
を考える上で有用と考えられる。
これらを踏まえ、 本研究ではこの FNE・完全主義・FPE のメカニズムを検証することを目的とする。
なお、 城月・野村（2012）は、 抑うつは社交不安に影響を与えるため、 社交不安のメカニズムを検討す
る際は抑うつの影響を統制する必要性を指摘している。そのため、本研究でも抑うつの影響を統制した
上で、 FPE と自己志向的完全主義の関係について検証する。
方　法
調査対象
都内の大学に通う大学生 224 名を対象に集団式の質問紙調査を行い、 回答に不備のない 201 名（男
性74名、 女性127名；平均年齢20.56歳、 SD＝2.03）を分析対象とした。有効回答率は89.73%であっ
た。
調査用紙の構成
１．フェイスシート
　性別、 年齢、 学年、 所属学科について尋ねた。
２．Fear of Positive Evaluation Scale (SPES)日本語版（前田・関口・堀内・Weeks・坂野, 
　2014）
他者からの肯定的評価に対する恐れを測定する尺度である。10 項目から成り、 10 件法を使って
評定する。尺度作成時のα係数は .83 で、 収束的妥当性、弁別的妥当性、 増分妥当性が確認されて
いる。また、再テスト法では級内相関係数が .63 であり、十分な信頼性、妥当性を有することが確
認されている。全 10 項目のうち、2 項目は逆転項目であるが、米国、日本のどちらの研究でも解
析には用いられていないため、本研究でもこの 2 項目は分析に用いないこととした。FPE の合計
得点が高いほど、他者からの肯定的評価への恐れが高い。
３．Short Fear of Negative Evaluation Scale（SFNE）日本語版（笹川・金井・村中・鈴木・
　嶋田・坂野, 2004）
他者からの否定的評価に対する恐れを測定する尺度である。12 項目から成り、 5 件法を使って
評定する。尺度作成時に項目反応理論の観点から測定精度が評価されており、 Leary（1983）の
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Brief Fear of Negative Evaluation Scale (BFNE) より高い測定精度を有することが確認されて
いる。FNE の合計得点が高いほど、 他者からの否定的評価への恐れが高い。
４．多次元自己志向的完全主義尺度（桜井・大谷, 1997）
自分自身に向けた完全主義を測定する尺度である。「完全欲求（DP）」、 「高目標設定 (PS) 」、 「失
敗過敏 (CM) 」、 「行動疑念 (D) 」の 4 因子、 20 項目から成り、 5 件法を使って評定する。尺度作
成時のα係数は、 完全欲求 .85、 高目標設定 .72, 失敗過敏 .78、 行動疑念 .73 であり、 十分な信頼
性が得られている。また , 併存的妥当性、 弁別的妥当性、構成概念妥当性が認められている。それ
ぞれの因子の得点が高いほど、それぞれの傾向が高い。
５．Self-rating Depression Scale (SDS)日本語版（福田・小林, 1973）
抑うつ傾向を測定する尺度である。20 項目から成り 4 件法を使って評定する。再検査法により
十分な信頼性が認められており本邦を含め世界中で最もよく用いられる抑うつ傾向測定尺度の一
つである。SDS の合計得点が高いほど抑うつ傾向が高い。
手続き
大学の講義終了時に質問紙を一斉に配布し、 終わり次第その場で回収した。調査時期は 2015 年 9 月
下旬であった。質問紙の表紙には、 調査への参加は強制されるものではなく、参加するかは自由に意思
決定できること、回答しなかったり途中でやめたりしてもいかなる不利益も生じないこと、 調査の結果
は研究目的のみに使用され、統計データとして処理され、 厳重に保管する上処分することなどを明記し、
それを口頭で説明したのち、 同意を得た者に対してのみ調査を行った。
分析方法
統計解析には SPSS ver. 20.0 を用いた。各尺度の基本統計量を算出した。次に、各尺度の相関関係
と、抑うつを統制した偏相関を算出した。また、 Amos ver. 20.0 を用い、 社交不安と完全主義の関係
性をモデル化した上でパス解析を行った。
結　果
FPES 得点、 SFNE 得点、 多次元自己志向的完全主義尺度の各因子、 SDS 得点の平均値と標準偏差
を Table 1 に示した。
相関分析の結果を Table 2 に示した。FPES と SFNE の間には、低い正の相関が見られた（r=.23, 
p<.01）。先行研究 (Weeks et al., 2008) で用いられているBFNEは逆転項目を除いた尺度であるため、
比較のために逆転項目を除いた SFNE と FPES の相関を算出した。その結果、 両者の間には、中程度
の正の相関が見られた（r=.31, p<.001）。FPES と完全主義の関係については、高目標設定とは全く
相関が見られなかったものの（r=.05, p=n.s.）、 失敗過敏 (r=.27, p<.001)、 行動疑念 (r=.23, p<.01) と
の間には低い正の相関が見られた。FPES と完全欲求の間には有意な低い相関が認められた（r=.19, 
p<.01）。SFNE と完全主義との関係については、いずれの下位尺度とも相関が見られ、 高目標設定と
低い正の相関（r=.22, p<.01）、 完全欲求 (r=.33, p<.001) 、 失敗過敏 (r=.48, p<.001) 、 行動疑念 (r=.38, 
p<.001) と中程度の正の相関が見られた。先行研究では (Levinson et al., 2015)、 失敗過敏と行動疑
念を合わせて自己志向的完全主義の不適応的側面としていたため、 本研究でも不適応的側面と FNE、
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FPE、 高目標設定との相関を検証した。その結果、 SFNE（r=.50, p<.001）、 FPES (r=.29, p<.001)、 
高目標設定 (r=.33, p<.001) とそれぞれ不適応的側面との間に相関が見られた。
抑うつを統制して行った偏相関分析の結果についても Table 2 に示した。FPES と SFNE の間には
相関が見られなかった（r=.07, p=n.s.）。先行研究との比較のために逆転項目を省いた SFNE を用い、
FPES と相関関係を検証した場合でもほとんど相関が見られなかった（r=.15, p<.05）。また、 FPES
は完全主義のいずれの下位尺度とも相関が見られなかった。SFNE は全ての完全主義の下位尺度と正
の相関が見られた。
Table 1  SFNE、FPES、多次元自己志向的完全主義の各因子、 SDSの平均と標準偏差
 
注）FPES = Fear of Positive Evaluation, SFNE = Short Fear of Negative Evaluation, DP = Desire for 
Perfection, PS = Personal Standard, CM = Concern over Mistakes, D = Doubting of Actions, SDS = Self-
rating Depression Scale
Table 2  SFNE、FPES、多次元自己志向的完全主義の各因子、 
SDSの相関係数と抑うつを統制した際の相関係数
注）FPES = Fear of Positive Evaluation, SFNE = Short Fear of Negative Evaluation, DP = Desire for 
Perfection, PS = Personal Standard, CM = Concern over Mistakes, D = Doubting of Actions, SDS = Self-
rating Depression Scale
注）上段は抑うつを統制した際の偏相関係数である。
　**p<.01  ***p<.001
   
FPES 27.70 12.34 
SFNE 41.55 10.26 
DP 15.75 4.49 
PS 15.95 3.57 
CM 14.56 4.63 
D 17.71 3.74 
SDS 45.55 8.56 
 FPES SFNE DP PS CM D 
FPES  .07  .12  .07  .12  .12  
SFNE .23**  .28*** .25*** .36*** .28*** 
DP .19** .33***     
PS .05  .22**  .60***    
CM .27*** .48*** .58*** .23**    
D .23**  .38*** .59*** .36*** .52***  
SDS .39*** .43*** .21**  -.03  .43*** .32*** ?
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社交不安と完全主義の関係を表したパスモデルを Figure に示した。FNE が完全主義を媒介して
FPE へと影響を与えるというモデルが作成された。FNE は社交不安を概念づけるための中心的な概
念だとされているため（Butler, 1985）、 ほとんどの高社交不安者において否定的評価に対する恐れが
見られる。また、 高社交不安者は、 否定的評価に対する恐れから完全主義高めるが、 高まり過ぎると
注目を集めることに繋がるため、 FPE が活性化すると考えられる。以上のことから、 このモデルが作
成された。なお、 FNE だけでは完全主義の各因子間の相関を完全には説明できなかったため、誤差間
にも相関を仮定したが、 本研究では FNE と完全主義の関係性を検証することが目的であるため、 こ
こでは誤差同士の相関については積極的に解釈しないこととした。適合度は GFI=.99, AGFI=.92、 
CFI=.99, RMSEA=.08 の値を示したため、 このモデルの適合度は十分であると判断した。FNE から
完全主義の因子へのパスは全て有意であった。FPEへのパスは失敗過敏のみが有意な値を示し (β=.19, 
p<.05)、他の因子から有意なパスは見られなかった。　
 
注）FNE = Fear of Negative Evaluation, PS = Personal Standard, DP = Desire for Perfection, CM = Concern 
over Mistakes, D = Doubting of Actions, FPE = Fear of Positive Evaluation
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
GFI=.99, AGFI=.92, CFI=.99, RMSEA=.08
Figure  FNE、完全主義、FPEのパス解析モデル
考　察
本研究の目的は、 FPE、 FNE と自己志向的完全主義の下位因子の関係性を検討することであった。
相関分析、 偏相関分析、 モデル検討の結果、 SFNE と完全主義の下位因子の間には関係性が見られた
が、 FPES と完全主義の下位因子の間にはほとんど関係性が見られなかった。これらを踏まえて、
FNE、FPE と自己志向的完全主義の関連について以下に考察する。
第一に、相関関係について考察する。相関分析の結果、FPES と SFNE の間には低い正の相関があっ
た。米国で行われた研究で、FPES と SFNE の相関係数は .49 から .74 の間の値を示している（Weeks 
et al., 2008: Weeks, Jakatdar, & Heimberg, 2010）。これと比べると本研究の相関係数は低くなって
いる。しかし、日本での FPES を用いた先行研究（前田ら , 2014）では .44 と、 本研究で得られた値
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よりは高いものの米国と比べると低くなっている。このことから、日本では米国よりも FNE、FPE
の相関関係は弱いと考えられる。 米国の研究で BFNE の得点を合計する際には逆転項目が取り除かれ
ているため、 本研究でも逆転項目を取り除いた SFNE と FPES の相関関係を検証したところ、中程度
の正の相関関係が見られたが、それでも米国と比べると低かった。日本での FNE、 FPE の相関関係が
米国よりも弱い原因として文化的な違いが考えられる。米国では物事を直接的に言う文化があるため 
(Goldman, 1994)、否定的評価と肯定的評価がはっきりと分かれている。一方、 日本では本音と建て前
があり ( 大塚・森・秋山・星野 , 2015)、肯定的評価と否定的評価が本音なのか建て前なのかが理解し
づらい場合がある。つまり、 日本における物事を直接的に解釈しない文化が原因で、強い相関関係が表
れにくい可能性がある。
なお、抑うつを統制した場合、FPE と FNE の間には相関関係が見られなくなった。また、先ほど
と同様に、 逆転項目を取り除いた SFNE を用い、相関関係を検証した場合でも低い相関しか見られな
かった。この結果から FPE と FNE は異なる二つの要因である可能性が示唆された。
FPE と完全主義の相関関係としては、FPE と完全主義の失敗過敏、 行動疑念との間に弱い正の相
関が見られたものの、高目標設定との間には相関が見られなかった。また、 失敗過敏と行動疑念を足し
合わせた不適応的側面とも弱い正の相関が見られた。しかし、 抑うつを統制して相関関係を見た場合、
FPE と完全主義のそれぞれの因子との相関が見られなくなったため、 FPE と完全主義の相関は抑うつ
による関与が高いと考えられる。すなわち、抑うつが高まることによって他者からの肯定的評価の恐れ
が高まる可能性がある。そのため、社交不安において抑うつの高い状態では、否定的・肯定的評価の恐
れの双方が高まり、 症状の維持に関連することが示唆される。
FNE は、完全主義の全ての因子と正の相関が見られた。また、自己志向的完全主義の不適応的側
面との間にも正の相関が見られた。抑うつを統制して FNE と完全主義因子の相関関係を検証した場
合でも、 FNE は完全主義の全ての因子との間に同様に正の相関が見られた。この結果は、 Shafran et 
al.（2002）が示した高目標設定と不適応的側面が精神障害をもたらすという臨床的完全主義に合致し
ている。高目標設定単体は適応的側面だと捉えられるが、FNE は高目標設定だけではなく、 完全主義
のその他の不適応的側面とも相関が見られたため、 FNE は臨床的完全主義と関係していることが考え
られる。また、高社交不安者の否定的認知が自身の目標設定を歪んで捉える原因となり、自己評定尺度
のみで高目標設定を評定すると低い値が出ているのだと考えられる。つまり、 社交不安と完全主義を持
つ人は、否定的な認知を持つため、高い目標を設定していても他の人からの期待と比べると自身の目標
の達成度の認知は低く、 他の人に否定的な印象を抱かれないようにさらに高い目標を設定しなければい
けないと考えると示唆される。
第二に、モデル検討の結果について論じる。本研究のモデルでは FNE から全ての完全主義の因子に
対してパスがあることが示され、 FPE に対しては失敗過敏からのパスのみ示された。このことから、
FNE は完全主義の適応的側面である高目標設定に影響を与え、 個人の目標設定を高める作用があると
考えられる。同時に完全主義の不適応的側面である失敗過敏と行動疑念にも影響を与え、 自身の失敗に
対する過度な不安、自分の行動が正しいのかという漠然とした不安を増加させる。特に FNE から失敗
過敏への影響が強かったため、FNE は自身の失敗に対する過度な不安を増加させる大きな原因である
と考えられる。Shafran et al. (2002) で臨床的完全主義は高目標設定と失敗過敏、 行動疑念などの完全
主義の不適応的側面が精神障害と関係することが明らかになっており、 本研究の結果はこの報告と一致
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している。
本研究では、 FNE により高まった完全主義が FPE へと影響を与えていると想定したが、 分析の結
果、 高目標設定と FPE の関係は認められず、 行動疑念はほとんど関係していないことが明らかになっ
た。一方、失敗過敏から FPE に関しては有意なパスが見られた。これは、FPE には他者からの注意
を集めないようにする機能があるため、 注目を集める可能性のある失敗過敏と関連が見られたと考えら
れる。高目標設定が FPE に影響を与えない理由として、 自身の目標を高く設定しても低く設定しても、
他者からその目標設定自体は見えないため、 他者からの肯定的評価とは関連しないことが挙げられる。
また、 日本では本音と建て前の概念があることから ( 大塚ら , 2015)、 肯定的評価をそのままの意味で
は解釈していない可能性も考えられる。
以上のことを踏まえ、 臨床的な応用について述べる。先行研究で社交不安への認知行動療法的介入
は完全主義得点の減少にも効果があることが示唆されている（Lundh & Öst, 2001）。このことから、
FNE に対する介入は、失敗過敏と行動疑念だけではなく、 高目標設定も下げることができ、それらが
下がることで臨床的完全主義の原因である完全主義同士の相互作用も緩和されるため、 完全主義を持
つ SAD 患者に対する FNE への介入は効果的だという可能性が示唆された。しかし、高い完全主義得
点を持つ人には、 社交不安への認知行動療法的介入だけでは治療感度が悪いことが明らかになっている
（Lundh & Öst, 2001）。今後の課題として、エクスポージャーや認知再構成法などの FNE に対する認
知行動的介入が、完全主義的傾向を持つ SAD 患者の治療に対してどの程度の効果があるのかを明らか
にすることが求められる。
本研究には、いくつかの限界があった。１つ目の限界は、 本研究が SAD 患者ではなく、 非臨床群で
ある大学生を対象としたアナログ研究であることである。本研究での調査対象は一般大学生であったた
め、研究結果を臨床場面に応用するためには SAD 患者にも研究結果を再現できるかどうか検討する必
要がある。２つ目の限界は、 本研究が横断研究であったことである。そのため、 縦断研究を行い、 因果
関係を検証する必要がある。３つ目の限界は、 本研究では社交不安の認知的特徴である FNE と FPE
のみを社交不安の要素として研究に用いたことである。認知的特徴は社交不安の中でも重要な要素で
はあるものの、 社交不安の一側面に過ぎない。また、 本研究では FNE と FPE の尺度のみを用い、 認
知的側面以外の社交不安の症状との関連を検討しなかった。社交不安の認知的側面以外の側面として
は、 回避などの行動的側面や不安などがある。また、 尺度間の相関が低かったため、 社交不安において
FPE の役割が十分に明確にできなかった。しかし、 アジアでは FNE と FPE の相関が低いという報告
もある (Wang, Hsu, Chiu, & Liang, 2012)。Wang et al. (2012) は、 FPE には評価に対する恐れだけ
ではなく、アジア特有の謙虚さが含まれることを指摘しており、本研究でも同様の可能性があるといえ
る。そのため、 今後の課題として、完全主義と社交不安の関係性を見るために、 社交不安の不安や回避
などの症状を測定する尺度を用いて研究していく必要がある。４つ目の限界は、FNE だけでは完全主
義の各因子間の相関を完全には説明できなかったため、誤差間にも相関を仮定したことである。本研
究で、FNE と完全主義の各因子の関係を見るため、 誤差間の相関については解釈しなかった。しかし、 
誤差間に相関を仮定されるということは、今回扱った要因以外の要素が関与する可能性を示唆している。
社交不安には、 FNE、 FPE 以外にもコストバイアスや予測バイアスなどの認知的要素があり、 それら
の要素も完全主義に関与している可能性がある。そのため、 今後の課題として FNE 以外のどの変数が
完全主義の各因子間の相関を説明するのかを明らかにしていく必要がある。５つ目の限界は、本研究で
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は高目標設定と不適応的側面との交互作用を検証しなかったことである。本研究のモデルでは、 自己志
向的完全主義の個々の要因との関係を検証した。しかし、 失敗過敏と行動疑念を足し合わせた不適応的
側面と高目標設定との間に相関が見られたため、それぞれ関係している可能性が示唆された。そのため、
今後の研究では、臨床的完全主義を検証するために高目標設定と不適応的側面の交互作用を検証してい
く必要がある。
最後に今後の展望を挙げていく。本研究では FPE の役割を支持する結果は得られなかったが、 先
行研究で FPE は社交不安の認知的特徴であることが指摘されている。特に日本では FPE が社交不安
に対して大きく影響することが示唆されている（前田ら , 2014）。そのためまず、社交不安における
FPE の役割や FPE に対してどのように介入していくことが効果的かを検証するため、 更なるデータ
を蓄積していく必要がある。また、日本で行われた FPE を用いた先行研究では FPE と FNE の相関
は .44 であった（前田ら , 2014）のに対し、 本研究では .23 と低い相関のみが見られた。相関の差の原
因が明らかでないため、FNE と FPE の相関を再度検討する必要がある。また、 日本においての FPE
の結果が一致しないことには、米国の研究が日本においても適応可能なのかを明らかにすることはでき
ない。そのため、米国で行われている FPE の研究は本邦においても適応可能なのかや FPE の文化的
側面についても検討していく必要がある。
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